
学校における食育がもたらす児童生徒への教育効果

はじめに
「食育」はほぼ「食べ物及び食べることについ
ての教育」を意味する新しい言葉である。そして
近年、学校における「食育」は知育、徳育、体育
の基盤となるものとして捉えられている。「栄養
教諭」もまた新しい職名であり直訳すると「栄養
の先生」である。
「栄養教諭」は学校における食育を担う者を教
育職員として位置付けた制度であるが、そこに至
るまでを大まかにたどってみる。平成 9年頃から
の文部省（当時）教育審議会答申等により、健康
教育推進の必要性が繰り返し示され、その中の食
に関する指導の部分には学校栄養職員が参画する
ことが望ましいとし、平成 17年の「栄養教諭制度」
並びに「食育基本法」施行へと進んだものである。
栄養教諭の職務については、教育に関する資質と
栄養に関する専門性を併せ持つ職員として学校給
食管理と食に関する指導を一体化して推進する中

核的な役割を担うとし、期待する具体的な役割と
して次のように示している。
○食に関する指導全体計画策定の中核的役割
○教科や特別活動等で担任と連携指導を実施
○児童生徒の個別相談指導
○教職員、家庭や地域との連携調整役
この研究論文で私の昨年一年間の栄養教諭実践
活動を紹介したい。短期間の拙い実践内容である
が、少しでも多くの方々に学校における食育の実
際を知っていただき児童生徒に教育効果をもたら
す可能性を持っていることを感じていただければ
と願っている。
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栄養教諭として実践活動をするにあたり、児童の実態把握、活動目標設定、指導計画策定を行った。
具体的な活動内容は、食に関する授業、児童給食委員会を通した活動、肥満傾向児の個別指導、巡回
担当校での活動等であるが、いずれの活動においても発達段階に応じた主体性を生かす指導を心がけ
試みた。考察として学校における食育は、教科、道徳、特別活動、地域学習など多くの教育活動と繋
がりを持ち、特に豊かな人間性を培う上で教育効果を高めるものであることが感じられた。一方、栄
養教諭あるいは学校栄養職員が未配置の学校では食育活動が希薄になりがちであり、子どもの立場か
らすれば不公平な状況といえる。国内の全児童生徒が一定内容の食育を受けられるように食育活動の
工夫と配置改善が望まれる。
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１．児童の実態把握と活動目標設定
（１）学校概要
石川県西南部に位置し、1学年 2学級規模の小

学校。校訓は「質実剛健」すなわち心は飾らず誠
実であり身は健康でたくましく強くあれであり、
学校教育目標は「心豊かに伸びゆく子を育てる」
を掲げている。また学校研究主題は「生き生きと
豊かに学び合う子の育成」として特に、活用力を
高める研究が進められている。
地域の特色として教育熱心な家庭が多く、課外

でもブラスバンド部活動、地域の諸塾、スポーツ
クラブなどでほとんどの児童が活動をしている。
しかしながら、一部には体の調子や心の状態が不
安定なために学校生活に支障をきたす児童もあ
る。学力向上のためにも良い生活習慣付けと保護
者の意識変更を学校としても課題としている。
（２）食生活実態調査
平成 20年 5月、5年生を対象として、県教育

委員会と学校栄養士研究会の主導によって食生活
実態調査を実施した。調査結果として本校、本市、
石川県を比較対照できるようにまとめた。この調
査結果を、児童の食生活実態把握と課題提示のた
めに職員へ配布し、食に関する授業や児童と保護
者へのはたらきかけのための資料とし、実際に多
くの場面で活用した。　　　・・・・・表 1
（３）調査結果からみられる主な実態
調査結果から本校児童食生活実態を大まかに次

のようにまとめた。

平成 20年 5月実施　　5年生全員対象
　食生活実態調査結果より　　－本校実態－
☆給食を残す児童が多い。理由として市県に比
べ、食欲が無い、体調不良の回答が多い。

☆朝食はほとんど食べてくるが、時々食べない
で登校する児童も 10％程度ある。

☆朝食内容は市県に比べ充実しているが、主食
だけの児童が 16％あり、個人差がある。

☆おやつについては市県に比べ、量・時間とも
に決まっていない子の割合が高い。

表 1は私が昨年度在籍した学校に焦点を置いた
編集になっているが、石川県全体としてのデータ
も併せて表示されているので、県だけの傾向を見

てもらったり、あるいは、全体を各市・各校のブ
レの状況として参考として捉えて見ていただけれ
ばよいかと思う。
（４）栄養教諭活動の目標設定
食に関する指導はすでに教育活動の中で計画に
基づいて実施されていることも多い。1・2・3・
4年生では生活科や総合学習でサツマイモ等の野
菜を栽培し、観察、絵画、収穫、クッキングで食
べ物に親しんでいる。3・4・5・6年生の保健学
習では健康な生活について学習されている。5 ･ 6
年生の家庭科では栄養バランス、献立作成、調理
を学習し知識の蓄積がある。
しかし、食べ物のはたらきを知って実際にどの
ように食べたら健康に良いのかなど、学年に応じ
て系統化された指導ができていないことを感じ
た。例えば、低学年では食べ物のはたらきによる
あか・き・みどりのグループ分けが概ねできる子
とわからない子が混在している。そのためか、少
食や偏食の児童が多い。中学年においても食べ物
を、働きによる 3つのグループに分けることがで
きない児童が多くそのために給食を無頓着に残す
様子が見られる。高学年では、教科で健康や栄養
のバランスを学習するが自分の健康や生活習慣の
改善には結びついていない状況がある。
このような実態から、この年度の栄養教諭とし
ての実践活動目標を以下のように設定した。

平成 20年度　栄養教諭実践活動目標

○学年に応じた食に関する指導を計画的継続
的に実施する。

○指導にあたっては、児童の主体性を生かし
た方法を取り入れる。

○本校教育がめざす「心豊かに伸びゆく子の
育成」を食育で実現する。
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２．食に関する指導全体計画・年間計画
食に関する指導については、指導充実のために

それぞれの学校で指導全体計画及び年間計画を作
成することが望ましいとされている。作成にあ
たっては栄養教諭が積極的に参画し中心的役割を
担うとされており、近年そのモデル形式も示され
ているが、まだ作成されていない学校も多い。前
任校では作成し、計画があることの有意性を強く
感じていた。本校においては作成されていなかっ
たので職員と連携して作成した。

「食に関する指導全体計画」・・・・・表 2
「食に関する指導年間計画」・・・・・表 3

表 3 食に関する指導年間計画

表 2 食に関する指導全体計画
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３．食に関する指導の実際
食に関する指導は年間計画にあるように範囲が

広い。ここでは栄養教諭として実践してきた授業、
児童会活動、家庭地域との連携、個別指導、特別
給食、巡回指導校での活動等の順に具体的な内容
を紹介する。
（１）教科等における食に関する授業
1～ 6年生各学年 2学級で実施した TTでの授

業内容である。学年に応じて段階的に、また児童
が主体的に学習できるように工夫した。
1年　特別活動「たべものとなかよし」
・どうしてたべるのかな ?たべないとどうなる ?
・たべものはからだの中ではたらいているよ。
・あか・き・みどりのはたらきをしているよ。
・たべものを 3つのグループに分けてみよう。
・きゅうしょくをすききらいしないでたべよう。
2年　特別活動「食べ物のはたらきを知ろう」
　　　　　　 「元気が出るあさごはん」

・食べ物をはたらきによって分けてみよう。
・どんなあさごはんを食べてきた ?　
・パンだけ、デザートだけの人はいませんか ?
・パンのほかに何を食べると元気になるかな ?

3年　特別活動「そろえて食べて元気いっぱい」
・食べ物をあか・き・みどりに分けてみよう。
・今日の給食の中の食べ物を分けてみよう。
・給食で牛乳を残す人がいるけど、どうだろう ?
・成長期にはそろえて食べることが大切だね。

4年　特別活動
　　「どんな朝ごはんを食べたらいいのかな」
・朝食にはどんな役目があるのだろう ?
・今日の給食の材料を 3色に分けてみよう。
・朝食にごはんだけやゼリーだけはどうだろう ?
・足りないものを足して元気が出る朝食にしよ
う。
・だんだんどんな朝食が良いかわかってきたぞ。

5年　特別活動「パワーアップ朝食を考えよう」
・食生活調査結果でこの学級の朝食結果は・・・。
・食べてはいるが内容は1～2品の人が多かった。
・朝食の役割を知ろう。
・ 1品朝食をグループでパワーアップさせよう。
・グループで考えた朝食を発表しよう。

6年　体育科（保険領域）
　　「生活習慣病を防ぐ食生活を考えよう」
・生活習慣によっておきる病気がある。
・生活習慣病を予防する食生活を考えよう。
・血管は脂肪糖分塩分のとり過ぎでもろくなる。
・「まごわやさしい」食べ物は予防に役立つ。
・自分の食生活を振返り、気をつけたい事をまと
めよう。発表しよう。
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（２）児童会給食委員会活動
児童会給食委員会活動を担当した。給食委員と

全校児童が主体的に取り組めるように企画し支援
した。
＜日常活動＞「給食献立放送」では当日の献立

名、あか・き・みどりに分けた使用食品名、当日
の食材の中から「食べ物紹介」をする。委員の中
には自分でクイズを考えて付け加える児童もあ
り、うれしい成長がみられた。
＜お楽しみ給食＞全校縦割りグループでの会

食。ランチルーム入り口のくじによって当日席が
決まる。月担当給食委員はお楽しみデザート 2種
類を決める権利がある。またお楽しみ企画として
簡単なゲームやクイズを企画するので委員にとっ
てやりがいのある活動になっている。一般児童た
ちにも人気があり、年に一度廻ってくるこの日を
楽しみにしている。児童の意思を前面に出す活動
をさせることによって工夫する力が育ち、生き生
きした児童の育成につながったと思う。
＜リクエスト給食献立募集＞給食委員会で応募

用紙を作り、給食で出してほしい献立を募集し、
採用献立も給食委員で決める。回を重ねるごとに
応募数が増え、栄養バランスが良く地場産物を取
り入れた内容のものも多くなってきた。

＜あとかたづけ調べ＞学校給食週間中の取り組
みとして、給食に感謝する意味から、全校に「か
たづけマナー向上」を呼びかけたいという給食委
員の提案により実施した。期間中には単に調べる
だけでなく、校内放送を通じて給食委員長から全
校児童に対して、趣旨、内容、マナー向上につい
て連日呼びかけた。結果として給食かたづけマ
ナーは向上し、また児童会活動のサンプルとして
児童たちに刺激になったことと思う。
＜生活目標にそった活動＞ 3月の学校生活目標

「お世話になった人に感謝しよう」に合わせた取
り組みを給食委員会で担当した。日ごろお世話に
なっている人たちに感謝の気持ちを表す寄せ書き
を学級ごとに作ってもらい届けるという全校取り
組みを企画した。感謝の対象として給食調理員さ
ん、校務員さんの他に図書ボランティアの方々、
中国語通訳の方、能楽の先生、英語活動の先生、
教育支援の先生方にもなっていただいた。
給食委員会では学級で寄せ書きを作ってもらう
ための情報集めとして、プロフィールをインタ
ビューしポスターに編集して掲示した。掲示して
数日後全校児童一人一人が心をこめて書いた寄せ
書きが届けられた。
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（３）家庭・地域との連携活動
給食だよりと使用食品 3群分け表については、

市内学校栄養士が順に編集を担当し、市内全学校
に配信している。ここでは学校独自の活動を紹介
する。
＜給食試食会＞ 1年生保護者を対象に学年レク
リェーションの一環として親子会食の形式で実施
した。親子会食の後、体育館の大きなスクリーン
に当日午前中の給食調理のビデオを映し出し給食
ができ上がっていく様子を、またその他に給食ク
イズ、野菜クイズなどでも楽しく給食を学んでも
らった。学校給食への理解と家庭での食生活への
意識付けのためにパンフレットも配布した。

＜食育だより＞
学校独自の食育だより「すくすく」を発行し

た。子どもへの食育は学校だけでは効果が上がら
ない。学校で実施している取り組みや食育の考え
方について知らせることによって家庭での食育に
繋げたいと考えた。

＜文化祭パネル掲示＞
保護者参加の学校文化祭では、主会場となる体

育館に学校の食育を紹介するパネルを作成し、掲
示した。

（４）個別指導
栄養教諭の職務の一つとして「個別指導」があ
る。主として、養護教諭と連携し「すくすく相談」
として取り組んだ。
＜肥満傾向児対応＞
養護教諭がローレル 160以上の児童をリスト
アップしその保護者を「すくすく相談」の対象と
した。「すくすく相談」独自で保護者を呼び出す
ことには無理があると考え、学期末の保護者懇談
会の機会を捉え、懇談後に担任から「すくすくカー
ド」を渡してもらい立ち寄ってもらう。「すくす
く相談」は養護教諭と 2人体制で行う。家庭での
生活の様子を聞き、その後に保護者と一緒に解決
策を考えるという方法なので、指導というよりカ
ウンセリングに近い。
立ち寄ってもらえない保護者も多いが、全体的
に肥満傾向児のローレル指数は低くなり対象児童
数も減少した。「すくすく相談」の存在自体が意
識改善への刺激になっているのではないかと考え
る。
保護者だけでなく、児童自身にも折りにふれ声
掛けを行った。必ず児童が自分の将来像に良いイ
メージを抱けるような内容を心がけた。
＜偏食傾向児対応＞
偏食傾向がかなり強い児童がいる。給食の様子
を見ている担任からの相談で知ることが多い。本
人とも直接話をしたり聞いたりするが偏食が習慣
化しているのでなかなか難しい。保護者にはこれ
から迎える成長期に良い食べ方をすることの重要
性を理解してもらうように話をした。
＜食物アレルギー児対応＞
養護教諭が行う保健調査表によって食物アレル
ギー児童の一覧表を作成した。さらに給食室での
対応が必要と思われる児童の保護者とは「すくす
く相談」などで対応方法を確認した。また給食室
での対応に間違いが生じないように、調理員全員
が確認できるように一覧表を掲示し、またアレル
ギー除去食には対象児童名ラベルを貼るようにし
た。
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（５）特別給食企画実施
給食献立は市内学校栄養士全員で協議した献立

を基本として実施しているが、本校独自の特別給
食も時々企画した。
＜オリジナルおにぎり給食＞
献立に梅干しなどが付く日に、海苔とラップを

添えて出す。児童はラップの上にごはんと好みの
具をのせてオリジナルおにぎりを作って食べる。
自分で作るおにぎりに満足そうな様子がうかが

えた。
＜リクエスト献立＞
給食委員会が募集したリクエスト献立を実際の

給食で実現した。☆実現したリクエスト給食☆

＜卒業バイキング給食＞
6年生には「卒業バイキング会食」を企画した。

当日の献立をベースに 15品ほどのバイキングメ
ニューを準備した。これまでに学んだバランスよ
く食べることや多人数で食べる時のマナーを実践
しながら会食を楽しんだ。

（６）巡回担当校での活動
栄養士配置が無い学校は市学校栄養士が巡回相
談員として分担して受け持つ。主として給食調理
や衛生管理の相談指導を行うが、他に食に関する
指導にも可能な限り携わる。
＜学級訪問指導＞
給食室訪問日の給食時間などには教室を回り、
給食室の様子を話たり学年の様子に応じた食指導
を行った。計画的にまではできなかったが、給食
室を身近に感じてもらうとか、学年に応じて食べ
ることについて考えてほしいことなどについては
伝えた。
＜試食会＞
巡回を担当していた 3校はいずれも小規模の小
学校だった。試食会には学校給食についてのパン
フレットを配布するほかに、当日の給食調理をデ
ジカメで撮影したものをパソコン画面に映し出し
て解説をした。保護者ばかりでなく児童と先生に
とっても、めったに近くで見ることができない給
食調理の様子を新鮮な驚きで見ていた。その他に
は学校での食育について話し、家庭での食育につ
ながるように座談会をした。
＜特別会食企画＞
3学期には卒業会食の企画を相談された。3校
ともに実施条件が異なるのでそれぞれ独自の計画
になったが、いずれも児童の意思を反映できる選
択方式を取り入れた会食とした。このうち 1校は
卒業会食実施が初めてだったので児童･職員から
感激の声が聞かれた。
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（７）その他の活動
＜クッキングクラブ＞
4～ 6年生のクラブ活動でクッキングクラブを

担当した。所属人数は 18人で、月 1回程度活動
する。ほとんどがデザート作りになってしまった
が「料理するのは楽しい！」と思う体験こそがクッ
キングクラブの役割かもしれないとも思う。回を
重ねるごとにグループ全員で協力しないとでき上
がらない（＝食べられない）ことに気付きチーム
ワークもよくなってきた。グループで一緒にクッ
キングした仲間はデザートとともにおいしい思い
出になると思う。

＜市調理員研修会で食に関する模擬授業＞
夏季に行われた調理員研修会では、食育基本法

施行によって学校栄養士が子どもたちの食育を担
うことになった事への理解のために、調理員を対
象に中学 3年保健を模擬授業として体験しても
らった。
＜市教育会研究会で研究授業＞
市教育会学校給食研究会研修の一環として研究

授業を受け持った。6年体育科（保健領域）の授
業を担任との TTで行い、授業記録は研究会活動
集の一部として市内学校へ発信された。

（８）栄養教諭活動の成果と課題
＜成果＞
「食に関する指導全体計画」「食に関する指導年
間計画」を作成し、学校管理運営計画に掲載でき
たことは大きい。このことによって食育および学
校の指導全体像を職員に周知でき、学校で行う食
育が給食の範囲に止まらず、学校教育全体で取り
組むべきものであることへの理解に導けた。そし
て年間に行う、食に関する授業をはじめとする多
くの提案がスムーズに了解してもらえ積極的な協
力が得られやすくなった。
「食に関する授業」では発達段階に応じた食べ
物への理解度の個人差を小さくし、基本的な知識
を一般化させることができた。
個別指導の成果として、肥満傾向児童の割合が
減少した。ローレル 160以上の児童数では以下の
数値結果が表れた。

20年 1月 25人（全校の 6.2％）
↓21年 1月 19人（全校の 4.6％）

「食に関する指導」を全体計画が示すとおり、
学校教育目標に沿って児童の人格形成を念頭にす
すめてきた。食に関する指導の効果を判定するの
は難しいが、児童は全体的に明るく伸び伸びして
おり、自ら工夫し解決しようとする姿勢が育って
きている。実践してきた食に関する指導もこの子
どもたちの成長に貢献していると考える。
＜課題＞
栄養教諭活動は、その基盤となる給食について
適切に処理管理した上で行われなくてはならな
い。
学校栄養士の業務として、献立管理、事務管理、
衛生管理、校務としての給食指導、委員会活動、
市学校栄養士業務、巡回担当校対応等を担当して
おり、これらの業務だけでも完全適切に行うのは
難しい。栄養教諭活動でも授業準備不足や指導不
足を感じることが多い。食に関する授業ではよう
やく自校において基本部分が実施できたに過ぎな
い程度である。巡回指導校でも同じように食に関
する指導がされなくてはならないと思い極力教室
訪問指導はしたが授業実施までには至らなかっ
た。市内、県内、全国内全ての児童が同じ程度の
指導を受けられるように計画を進める段階にきて
いるのではないかと思う。
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まとめ
食に関する指導の一部分はかなり以前から学校

給食研究の範囲で実施されてきている。そして今、
将来を担う子どもをはじめ全ての国民が、生涯に
わたって心身ともに健康で生き生きと暮らせるよ
うに、という主旨で食育基本法が創設され、より
一層普遍的にそして着実に食育が推進されなくて
はならないとされたのである。
子どもたちへの食育が単に栄養についての知識

を教えるだけのものではなく、子どもの人格を形
成する上で広く深く関与し得るものであることを
この実践研究を通して感じ取っていただければ幸
いである。
尚、本研究の実践活動内容部分は、石川県教育

委員会への「平成 20年度栄養教諭実践報告書」
等をもとにその一部分を抜粋し編集したものであ
る。
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